
 

 

旧集配センターの業務改善取組について 

 

 

 日本郵便信越支社要員集配部は、本日（1月 25日）「旧集配センターの業務改善取

組」について地方本部に説明してきました。 

 

 標記概要については、旧集配センターの損益改善に向け、「通集配区画の見直し」

「勤務時間の変更」および「常態的に超勤が発生する担務の見直し」等、業務改善取

組を実施するものです。 

 

１．対象郵便局 

旧集配センター受持局（２９局） 

 

２．取組内容 

（１）2017物調データの算出区数（計算上の適正区数）と実行区数・配置人員に乖

離がある旧集配センターについて実態調査を実施し、必要に応じて通集配区画

調整・勤務時間変更等を実施。 

（２）常態的超勤が発生する担務がある場合は担務の見直しを実施。 

 

３．その他 

   従来の郵便業務の改善を更に進める取組であり、集配センター統合とは切り離

して取り組みを実施する。 

 

詳細につきましては、支社資料を参照してください。 

 

地本では、物数調査で算出された区数にとらわれず、各旧集配センターの真の実態

を見極め、労働力削減ありきの調査とならないよう強く求めました。 

また、調査結果により業務改善を実施する旧集配センターがある場合は、施行・本

格実施の前に地本に情報提供するよう求めました。 

 

【労使対応】  旧集配センター受持局 単局窓口 
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